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数字で見る日立金属 事業ポートフォリオ

＊1 調整後営業利益：売上収益－売上原価－販売費及び一般管理費
＊2セグメント別売上収益構成比は、外部顧客への売上収益を元に算定しています。

売上収益

1761 億円兆

EBIT

991億円

ROE

14.4 ％
ROA

9.1％
海外売上比率

56％

調整後営業利益率

7.5％

従業員数

29,157

調整後営業利益＊1

761億円

研究開発費

191億円 人

23.7％
高級金属製品

35.9％
高級機能部品

11.8％
磁性材料

1 176兆 億円
売上収益構成比＊2

28.3％
電線材料

高級金属製品

磁性材料

高級機能部品

ロール

配管機器

自動車用鋳物

機能品

情報システム

電線材料

特殊鋼

軟磁性部材

マグネット・応用品

セラミックス製品

電線

産業インフラ関連 自動車関連 エレクトロニクス関連

ターゲット分野

日立金属グループの概要 日立金属グループの概要

日立金属グループの2015年度の業績は、売上収益は約1兆円となり、そのうち
海外での売上比率が56%となりました。

日立金属グループは、高機能材料開発をベースに、産業インフラ関連、自動車関
連、エレクトロニクス関連をターゲット分野としてさまざまな材料・製品を提供して
います。

0.3％
その他

液晶ディスプレイ用
スパッタリングターゲット材

金型用鋼
「SLD-iTM」

アモルファス金属材料
「Metglas®」

圧延用ロール

エンジンシャフト

フェライト焼結磁石
「NMF®」

Nd-Fe-B 系焼結磁石
「NEOMAX®」

高周波低損失
ソフトフェライト

セラミックス・シンチレータ材

ガス用ポリエチレン
配管システム

鉄道車両用電線・ケーブル

イーサネット※スイッチ
「APRESIA®」

電動パーキングブレーキ用
ハーネス

超音波診断装置用
プローブケーブル

高意匠アルミホイール
「SCUBA®」

耐熱鋳造部品
「ハーキュナイト ®」

※イーサネットは、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
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日立金属グループの製品は、産業インフラ、自動車、エレクトロニクスなどの分野で活用さ
れており、社会インフラを足元から支えています。近年では航空機・エネルギーや医療機器
などの分野への用途も拡大しており、眼下には無限の可能性が拡がっています。

主要な製品用途
日立金属グループの概要

Metglas®
アモルファス金属材料 変圧器用コア

ガス用ポリエチレン
配管システム

印管継手

治療用チューブ 超音波診断装置用
プローブケーブル

セラミックス・
シンチレータ材

圧延用ロール

ダイカスト金型用鋼
DAC-MAGIC®

鉄道車両用電線

携帯電話基地局用
アンテナ

Nd-Fe-B系焼結磁石
NEOMAX®

LTCC基板クラッド材 CVTベルト材 ピストンリング材 高級ダクタイル鋳鉄製品

クラッド材

高意匠アルミホイール
SCUBA

HNM®

®

Nd-Fe-B系焼結磁石
NEOMAX®

フェライト焼結磁石
NMF®

電動パーキング
ブレーキ用ハーネス

耐熱鋳造部品
鋳鉄製品ハーキュナイト®
汎用ダクタイル

タービンブレード材

タービンケース材

イーサネットスイッチ
APRESIA®

難燃性ポリフレックス電線
MLFC®

・ケーブル

Metglas®
アモルファス金属材料 変圧器用コア

ガス用ポリエチレン
配管システム

印管継手

治療用チューブ 超音波診断装置用
プローブケーブル

セラミックス・
シンチレータ材

圧延用ロール

ダイカスト金型用鋼
DAC-MAGIC®

鉄道車両用電線

携帯電話基地局用
アンテナ

Nd-Fe-B系焼結磁石
NEOMAX®

LTCC基板クラッド材 CVTベルト材 ピストンリング材 高級ダクタイル鋳鉄製品

クラッド材

高意匠アルミホイール
SCUBA

HNM®

®

Nd-Fe-B系焼結磁石
NEOMAX®

フェライト焼結磁石
NMF®

電動パーキング
ブレーキ用ハーネス

耐熱鋳造部品
鋳鉄製品ハーキュナイト®
汎用ダクタイル

タービンブレード材

タービンケース材

イーサネットスイッチ
APRESIA®

難燃性ポリフレックス電線
MLFC®

・ケーブル

自動車分野
自動車の高効率化、省エネルギー性の向上など、求められる性能の
変化をしっかりとらえ、モーター用部品、エンジン・排気系部品な
ど、機能・品質をはじめとするお客様のさまざまなニーズに対応し
ています。

エレクトロニクス分野
エレクトロニクス分野において新製品開
発から、試作、製品化、量産化までをス
ピーディーに対応しています。

産業インフラ分野
産業インフラ分野において品質、生産性の向上、省エネ
ルギーに貢献できる製品や材料を供給しています。数
多くの製品が目に見えないところで社会の持続的発展
を支えています。
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日立金属グループは、日本、北米、アジア、中国、欧州等で事業を展開しています。各国・
地域における固有の環境規制強化やインフラ整備などをビジネスチャンスととらえ、グロー
バル市場で通用する製品を提供することにより、それぞれの市場での成長をめざしていま
す。海外売上比率も56％となり、グローバルな高機能材料会社としてのポジションを確立
しています。

740億円
中国

3,128億円
米州

458億円
欧州

226人
従業員数

3,762人
従業員数

6,959人
従業員数

グローバル展開
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北米

中国

その他
アジア

欧州

その他

8,078億円
売上収益 4458 ％

％
日本

31
7
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％

％

％

％

％

北米

中国

その他
アジア

その他

欧州

1761 億円兆
売上収益

日本

海外売上比率 海外売上比率42％ 56％

日立金属グループの概要

1,188億円

その他
アジア

5,112人
従業員数

4,511億円
日本

12,343人
従業員数

年度
222220001333

年度
2222000011555

2013年度と
2015年度の比較
（地域別売上構成）

2015年度
地域別事業規模

※ 地域別売上とその構成比は、地域間の取引を相殺消去後の数値を表示しています。
※2013年度の売上収益には、合併前の日立電線株式会社の実績を含んでいません。

1,000

100

人＝

＝ 人

その他
アジア

● アジア統括体制の確立とモノづくり力および営業力の強化
● ナショナルスタッフを軸とした市場セグメント別営業の推進
● 自動車・インフラ関連事業の拡大

日本
● モノづくり改革による事業強化
● 中長期的な視点によるR&Dの強化

中国
● 拡販戦略策定と実行、域内統括機能強化・ＢＣＰ
● 磁性材料拠点の早期立ち上げ、最適マテリアルフロー確立

米州

● Waupaca社を中心とする自動車鋳物事業の強化
● 工具鋼、航空機・エネルギー、鉄道車両、医療各分野
  への経営リソース投入
● 積極的な設備投資による製造拠点の強化

欧州
● コーポレート機能強化と現地化の推進
● ビッグアカウントへの営業力強化
● R&D活動の展開による事業領域の拡大




